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新
年
度
予
算
⑩
億
円
を
こ
え
る

り
町
議
会
に
上
程
中
肖

　
三
月
七
日
か
ら
十
日
ま
で
会
期
四
日

間
に
わ
た
り
、
昭
和
四
十
八
年
町
議
会

定
例
会
（
第
一
回
）
が
招
集
さ
れ
、
昭

和
四
十
八
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予

算
ほ
か
三
十
四
件
の
議
案
を
上
程
審
議

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
、

社
会
情
勢
の
発
展
並
び
に
こ
の
地
域
に

昭和48年度松代町の予算
　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

比率
　　　％　24．2

較比

150，000

前年度
予算額
　620夕000

本年度
予算額

770，000

会計名

14．5

9．6

1．420．4

1，9161

　　 ヒ

　　157，2021

お
け
る
鉄
道
北
越
北
線
の
建
設
、
国
道

二
五
三
号
線
の
整
備
等
に
対
応
し
な
が

ら
予
算
の
重
点
を
農
林
業
を
含
む
道
路

整
備
と
し
、
反
面
住
民
の
生
活
に
直
接

の
関
係
を
も
つ
教
育
・
産
業
・
民
生
等

の
行
政
内
容
の
充
実
強
化
を
は
か
り
つ

つ
財
政
の
健
全
性
を
堅
持
し
て
編
成
い

た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
会
計
の
総
額

25，467

29．6

174，698

19，864

4．027

28．6

200，165

21，780

61，229

一多幽』 6・3651

839，7521240，850

27フ428

一般会計

国保事業
特別会計
直診事業
特別会計
簡易水道事業

特別会計
農業共済事業

特別会計
1，080，602計合

は
七
億
七
千
万
円
で

前
年
度
予
算
に
比
し

一
億
五
千
万
円
（
二

四
．
二
％
）
の
増
加

と
な
り
ま
す
が
、
昨

年
焼
失
し
た
奴
奈
川

中
学
校
の
再
建
費
四

、
〇
七
一
万
四
千
円

前
年
度
当
初
予
算
に

計
上
し
な
か
っ
た
上

越
広
域
消
防
事
務
組

合
負
担
金
一
、
五
七

五
万
円
の
特
別
予
算

を
除
け
ば
九
、
三
五

三
万
六
千
円
（
一
五

％
）
の
増
と
な
り
ま

す
。
　
（
参
考
・
四
十

六
年
度
↓
四
十
七
年

度
二
二
・
八
％
増
）

　
ま
た
、
特
別
会
計

の
簡
易
水
道
会
計
で

は
水
道
施
設
拡
張
計

画
に
基
く
初
年
度
工

事
費
五
、
五
二
一
万

円
を
計
画
し
、
国
保

事
業
会
計
に
お
い
て

は
受
診
率
の
増
昇
並
び
に
老
人
医
療
の

無
料
化
等
に
伴
う
保
険
給
付
費
の
増
加

を
見
込
み
、
直
診
事
業
並
び
に
農
業
共

済
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
概
ね
前
年

度
予
算
に
準
じ
て
編
成
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
予
算
の
合
計
は
三
億
一
、
〇

六
〇
万
二
千
円
と
な
り
前
年
度
に
比
し

て
九
、
○
八
五
万
円
（
四
一
・
三
％
）

の
増
加
と
な
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
総
予
算
額
は
一
〇
億
八
、

〇
六
〇
万
二
千
円
と
な
り
、
前
年
度
に

比
し
て
二
億
四
、
○
八
五
万
円
（
二
八

．
六
％
）
の
増
額
に
な
り
ま
す
。

　
以
上
、
新
年
度
予
算
の
規
模
に
つ
い

て
登
載
い
た
し
ま
し
た
が
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
四
月
発
行
の
広
報
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

昭
和
四
＋
七
年
度

米
生
産
調
整
ま
と
ま
る

　
　
支
払
総
額

　
　
六
、
O
O
七
万
五
、
七
三
二
円

　
米
の
需
給
関
係
に
よ
り
、
米
の
生
産

調
整
が
実
施
さ
れ
て
三
年
を
経
過
致
し

ま
し
た
。
四
十
七
年
度
米
生
産
調
整
も

別
表
の
通
り
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
調
整
補
助
金
に

つ
い
て
は
概
算
金
が
八
月
に
、
精
算
金

が
十
二
月
に
そ
れ
ぞ
れ
支
払
わ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
程
こ
の
補
助
金
の
ほ
か
に

配
分
量
を
上
廻
っ
て
実
施
さ
れ
た
農
家

に
、
協
力
特
別
交
付
金
と
し
て
｝
勾
当

り
九
円
五
十
六
銭
の
割
合
で
六
、
七
一

二
、
三
八
○
円
が
、
二
月
九
日
付
で
農

協
個
人
貯
金
口
座
に
振
込
支
払
い
完
了

い
た
し
ま
し
た
。

　
膚
、
四
十
八
年
度
の
申
告
に
つ
い
て

は
四
月
中
旬
頃
区
長
さ
ん
に
依
頼
し
て

受
付
け
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



昭和47年度米生産調整実施状況

　　　　　1目　　　　標　1計画（申告書） ！目標に対して
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数　量 面　積

　　σ
16ゴ231
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数量
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旨
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積
－
　
　
　
　
　
　
　
　

F
数
量 面積

　　ん9

646，000

面　積
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　σ
18，008
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110．9
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選
挙
人
名
簿
の
登
録
と
投
票

　
　
　
公
職
選
挙
法
四
十
二
条

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い

者
は
、
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

但
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
べ

㎜
識
㎜
奨
錫
驚
燈
灘
鋸

㎜
知
㎜
日
投
票
廼
到
る
者
が
あ
る

㎜
な
㎜
と
き
は
、
馨
一
蕎
理
者
は
、

㎜
、
m
そ
の
者
に
投
票
を
さ
せ
な
け

㎜
力
蜘
れ
ば
な
ら
な
い
。

㎜
近
㎜
◎
「
あ
な
た
は
盤
、
劣
妻

㎜
身
遷
蒜
じ
騨
揚
謡

㎜
の
㎜
の
よ
走
い
わ
れ
た
ら
・
あ

㎜
て
㎜
な
た
は
何
と
お
っ
し
ゃ
る
で

㎜
￥
　
㎜
し
よ
う
か
？
　
「
ふ
ざ
け
ち

㎜
㌧
㎜
や
い
け
な
い
よ
！
、
こ
の
と

㎜
つ
㎜
お
り
、
れ
っ
き
と
し
た
呆

㎜
一
』
㎜
人
だ
し
、
二
十
才
以
上
だ
！

㎜
‘
㎜
そ
れ
に
刑
罰
も
受
け
て
い
な

㎜
挙
㎜
い
．
そ
れ
な
の
に
・
な
ん
で

㎜
選
㎜
投
票
が
で
窪
い
の
だ
」
と

皿
　
　
・
お
怒
り
に
な
る
で
し
よ
う
。

け
れ
ど
も
今
の
法
律
で
は
、
選
挙
人
名

簿
に
の
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
選
挙
権
が

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で

は
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
　
一
定
の
資
格
が
な
い
と
選
挙
権
が

な
い
と
い
う
こ
と
は
既
に
ご
存
知
で
す

ね
。
し
か
し
た
と
え
ば
、
投
票
に
き
た

と
き
に
一
々
そ
の
資
格
の
あ
る
な
し
を

調
べ
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
又
、
判

断
に
不
公
平
な
面
が
生
ず
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
の
で
、
松
代
町
の
選
挙
管
理
委

員
会
が
選
挙
権
の
あ
る
者
を
あ
ら
か
じ

め
調
査
し
て
お
き
、
投
票
に
き
た
人
と

つ
き
合
せ
を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
よ
う

に
、
投
票
が
正
し
く
早
く
行
わ
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
作
ら
れ
る
の
が
選
挙

人
名
簿
で
す
。
選
挙
人
名
簿
は
選
挙
人

が
一
度
登
録
さ
れ
れ
ば
登
録
資
格
に
異

動
の
な
い
限
り
永
久
に
登
録
さ
れ
る
永

久
選
挙
人
名
簿
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
脱
漏
や
談
載
や
、
二
重
登
録

な
ど
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
毎

年
名
簿
を
作
り
か
え
る
不
合
理
も
な
く

な
り
、
そ
の
後
の
異
動
は
カ
ー
ド
式
に

よ
っ
て
逐
次
正
確
に
整
理
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

◎
　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
た
め

に
は
、
次
の
条
件
を
要
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
、
、

ω
日
本
国
民
で
年
令
満
二
十
才
以
上

　
で
あ
る
こ
と
。

②
あ
な
た
が
住
ん
で
い
る
松
代
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
か
ら

引
き
続
き
三
ヶ
月
以
上
住
所
を
有
し

（2）

　
て
い
る
こ
と
。
　
（
他
の
市
町
村
か
ら

　
住
所
を
移
し
た
者
は
転
入
の
届
出
を

　
し
た
日
か
ら
引
き
続
き
三
ケ
月
以
上

　
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
）

⑥
公
職
選
挙
法
第
十
一
条
の
欠
格
事

　
項
に
該
当
し
て
い
な
い
こ
と
、
　
（
法

　
第
十
一
条
と
は
、
ω
禁
治
産
者
。
③

　
禁
銅
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
執

　
行
を
終
る
ま
で
の
者
。
⑥
禁
釧
以
上

　
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
執
行
を
受
け

　
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
）

◎
　
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
に
は
、
定

時
登
録
、
選
挙
時
登
録
等
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。
す
べ
て
市
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
が
職
権
で
行
な
う
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
選
挙
入
名
簿
の
抄
本
は
、

選
挙
の
と
き
の
一
定
期
間
を
除
い
て
平

常
い
つ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
名
簿

か
ら
お
ち
て
い
る
人
が
あ
っ
た
り
誤
り

が
あ
る
と
お
気
付
き
に
な
っ
た
と
き
は

松
代
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
れ
ば
選
挙
管
理
委
員
会
が
よ
く

調
査
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
疑
間
な
点
は
役
場
の
選
挙
係
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。
尚
、
後
日
各
部
落
毎

に
選
挙
人
名
簿
に
つ
い
て
、
再
確
認
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆
様
方

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
松
代
町
選
挙
管
理
委
員
会
）

　
　
春
の
防
犯

　
次
の
こ
と
に
み
ん
な
で
協
力
、
町
か

ら
犯
罪
を
な
く
し
ま
し
よ
う
。

囹
一
般
家
庭
の
防
犯

　
・
鍵
は
確
実
に
し
め
よ
う
．
、

　
。
夜
外
は
明
る
く
、
中
を
く
ら
く
す

　
　
る
よ
う
工
夫
し
よ
う
。

　
・
ル
ス
に
す
る
と
き
、
隣
り
に
ひ
と

　
　
こ
と
頼
も
う
。

　
。
火
の
も
と
は
、
や
す
む
前
に
も
確

　
　
め
よ
う
。

囹
少
年
非
行
防
止

　
。
こ
ど
も
と
の
話
し
合
い
の
時
間
を

　
　
つ
く
ろ
う
。

　
。
こ
ど
も
の
い
い
分
も
聞
き
、
こ
ど

　
　
も
と
一
緒
に
考
え
よ
う
。

囹
交
通
事
故
防
止

　
。
車
間
距
離
を
充
分
と
ろ
う
。

　
・
飲
酒
運
転
は
や
め
よ
う
。

　
・
ス
リ
ツ
プ
事
故
に
注
意
し
よ
う
。

　
・
安
全
速
度
を
守
ろ
う
。

　
。
出
あ
い
頭
事
故
を
な
く
そ
う
。



道
路
専
用
な
ど

　
承
認
（
謝
胴
）
を
う
け
て
下
さ
い

　
雪
が
消
え
る
と
い
ろ
く
な
土
木
関

係
の
仕
事
が
始
ま
り
ま
す
。

　
土
木
行
政
の
円
滑
な
運
営
と
管
理
の

万
全
を
図
る
た
め
に
法
律
、
条
例
、
規

則
等
の
次
の
事
項
に
つ
い
て
は
知
事
の

許
可
、
認
可
、
承
認
等
を
う
け
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ら
の
行
為
を
し
よ
う
と
思
う
方
は

町
役
場
の
建
設
課
に
相
談
の
う
え
必
ず

手
続
を
し
て
下
さ
い
。
無
断
で
さ
れ
ま

す
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
の
で
充
分
な
注
意

を
。　

以
下
、
安
塚
土
木
事
務
所
か
ら
の
お

知
ら
せ
か
ら
、
特
に
関
係
の
あ
る
も
の

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

◎
道
路
関
係

ω
道
路
占
用
に
つ
い
て

　
　
道
路
の
占
用
と
は
道
路
に
工
作
物

　
物
件
又
は
施
設
を
設
け
継
続
し
て
道

　
路
を
使
用
す
る
こ
と
を
云
い
、
例
え

　
ば
水
管
、
水
道
管
の
埋
設
、
さ
く
道

　
の
架
設
、
広
告
塔
の
設
置
、
は
さ
木

　
の
支
柱
を
路
肩
又
は
側
溝
内
に
立
て

　
る
等
、
ま
た
占
用
の
目
的
、
期
間
、

　
場
所
等
を
変
更
す
る
場
合
、
お
よ
び

　
占
用
期
間
が
満
了
し
更
新
の
際
許
可

　
が
必
要
で
す
。

　
　
な
お
、
公
私
問
わ
ず
横
断
幕
の
占

　
用
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

ω
自
営
工
事
に
つ
い
て

　
　
道
路
に
面
し
て
法
尻
を
埋
立
て
宅

　
地
を
造
成
し
、
又
は
車
庫
等
の
乗
入

　
道
路
等
を
附
設
す
る
場
合
は
承
認
が

　
必
要
で
す
。

◎
河
川
関
係

　
　
河
川
の
使
用
（
一
級
及
び
二
級
河

　
川
）
に
つ
い
て

　
　
工
作
物
の
新
改
築
等
）
橋
を
か
け

　
る
場
合
等
）
、
土
地
の
堀
削
、
形
状

　
変
更
、
竹
木
の
流
送
、
流
水
の
占
用

　
（
水
利
使
用
）
、
土
地
の
占
用
（
水

　
道
管
、
水
管
の
埋
設
、
河
川
上
空
架

　
設
、
河
川
敷
内
の
耕
作
等
）
土
石
等

　
の
河
川
産
出
物
の
採
取
に
つ
い
て
は

　
許
可
が
必
要
で
す
。

◎
屋
外
広
告
物
関
係

　
　
こ
の
条
例
に
よ
る
指
定
区
域
は
県

　
道
柏
崎
津
南
線
の
松
代
町
一
般
国
道

　
二
五
三
号
線
と
の
分
岐
点
か
ら
中
魚

　
沼
郡
津
南
町
一
般
国
道
一
一
七
号
線

　
と
の
会
合
点
に
至
る
全
線
、
及
び
一

　
般
国
道
二
五
三
号
線
松
代
町
柏
崎
津

　
南
線
の
分
岐
点
か
ら
上
越
市
に
至
る

　
全
線
で
、
こ
の
沿
線
に
屋
外
で
常
時

　
又
は
一
定
の
期
間
継
続
し
て
（
一
ケ

　
月
に
五
日
以
内
の
も
の
を
除
く
）
公

　
衆
の
目
に
ふ
れ
る
よ
う
に
掲
出
表
示

　
さ
れ
た
は
り
紙
、
立
看
板
、
広
告
板

　
等
を
掲
出
す
る
場
台
、
許
可
が
必
要

　
で
す
。

　
　
な
お
、
許
可
期
間
（
一
ケ
年
以
内
）

が
満
了
後
引
続
き
掲
出
し
て
お
き
た

　
い
場
合
は
、
許
可
期
間
満
了
の
前
日

　
ま
で
に
継
続
許
可
を
要
し
ま
す
。

て
お
く
と

ま
す
の
で
、

要
が
あ
り
ま
す
。

ら
、
良
質
米
と
普
通
米
の
価
格
差
が
、

だ
ん
だ
ん
大
き
く

な
っ
て
ぎ
ま
し
た

の
で
、
今
年
は
で

き
る
だ
け
良
質
米
を
多
く
作
る
よ
う
心

が
け
ま
し
よ
う
。
ま
た
、
今
年
か
ら
従

来
種
も
み
消
毒
に
使
っ
て
い
た
「
ル
ベ

ロ
ン
錠
剤
」
は
国
産
の
水
銀
剤
で
製
造

禁
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
松
代
町
で

は
今
年
度
は
漸
定
的
に
、
輸
入
品
で
従

来
使
用
さ
れ
た
ウ
ス
プ
ル
ン
錠
を
使
用

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
「
す
じ
播
き
」
ま
で

の
種
も
み
の
準
備
と
消
毒
に
つ
い
て
述

べ
て
み
ま
し
よ
う
。

一
、
塩
水
選

　
近
年
苗
代
を
廻
っ
て
み
る
と
、
苗
の

　
春
も
間
近
に
迫
り
、
農
耕
準

備
に
と
り
か
か
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
が
、
ま
ず
最
初
に
、
種

も
み
が
心
配
な
い
か
調
べ
て
み

ま
し
よ
う
。

　
種
も
み
袋
に
が
鼠
害
を
う
け

て
い
な
い
か
「
チ
ユ
ウ
意
」
し

ま
た
ビ
ニ
ー
ル
の
袋
に
種
も
み

を
入
れ
て
、
口
を
き
つ
く
縛
っ

　
、
発
芽
し
な
い
場
合
も
あ
り

　
　
布
袋
等
に
入
れ
替
え
る
必

　
　
　
　
な
お
昨
年
あ
た
り
か

不
揃
え
の
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
は
い

ろ
く
原
因
は
あ
り
ま
す
が
、
種
も
み

の
選
別
が
悪
か
っ
た
場
合
も
不
揃
え
に

な
り
ま
す
。
塩
水
選
は
充
実
し
た
揃
っ

た
種
も
み
を
送
別
す
る
た
め
の
も
の
で

必
ず
行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
場
合
の

比
重
、
な
ら
び
に
食
塩
の
量
は
次
表
の

と
お
り
で
す
。

も5i区
　る1
ちち分

比
　
重

一
・
二
二

一
・
一
〇
一

水
十
β
当

食
塩
の
量

　
二
・
六
勾

　
二
・
一

「
種
も
み
」
の
準
備
と
消
毒

二
、
浸
種

　
浸
種
は
、
発
芽
に
必
要
な
水
分
を
十

分
に
吸
収
さ
せ
る
た
め
に
行
う
も
の
で

浸
漬
時
間
は
、
積
算
温
度
で
お
よ
そ
一

〇
〇
度
で
あ
り
、
つ
ま
り
水
温
一
〇
度

な
ら
一
〇
日
間
、
一
五
度
な
ら
七
日
間

く
ら
い
浸
種
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

三
、
種
も
み
消
毒

　
e
、
液
温
が
低
く
な
る
と
効
果
が
お

　
ち
る
の
で
一
五
～
一
八
度
と
し
、
薬

　
液
の
濃
度
は
、
ウ
ス
プ
ル
ン
の
場
合

　
水
一
〇
2
に
五
錠
の
割
合
に
し
ま
す

　
㏄
、
消
毒
液
は
種
も
み
量
以
上
を
準

　
備
し
、
薬
液
槽
は
大
き
な
も
の
を
使

　
用
し
て
よ
く
浸
漬
さ
せ
ま
す
。

　
口
、
消
毒
液
に
種
も
み
を
入
れ
る
場

　
合
は
、
十
分
水
切
り
を
行
っ
て
か
ら

　
浸
漬
し
、
袋
の
ま
ま
浸
漬
す
る
場
合

　
は
、
袋
中
の
空
気
を
出
し
二
～
三
回

　
以
上
袋
を
上
下
し
た
り
、
も
み
を
か

　
き
ま
ぜ
ま
す
。

　
圃
、
ウ
ス
プ
ル
ン
の
よ
う
に
浸
種
後

　
（
催
芽
前
）
消
毒
す
る
場
合
は
消
毒
中

　
に
発
芽
を
見
な
い
よ
う
注
意
し
て
下

　
さ
い
。
浸
漬
時
間
は
二
〇
～
二
四
時

　
間
で
す
。

　
㈲
、
残
液
は
魚
毒
性
が
強
い
の
で
川

　
に
捨
て
な
い
で
下
さ
い
。

四
、
催
芽

　
浸
種
。
消
毒
後
三
〇
～
三
五
度
の
温

湯
に
一
昼
夜
ほ
ど
浸
し
催
芽
さ
せ
ま
す

た
だ
し
こ
の
場
合
、
催
芽
を
急
い
で
高

温
に
な
ら
ぬ
よ
う
十
分
注
意
い
た
し
ま

し
よ
う
。
な
お
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
　
「
越

み
の
り
」
な
ど
は
発
芽
し
に
く
い
の
で

一
日
程
度
長
く
催
芽
さ
せ
る
と
発
芽
が

斉
一
に
そ
ろ
っ
て
き
ま
す
。

　
催
芽
程
度
は
“
ハ
ト
胸
”
く
ら
い
で

よ
い
が
、
低
温
期
に
発
芽
苗
立
ち
を
早

め
る
に
は
、
こ
れ
よ
り
や
や
長
め
に
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
（
松
代
農
業
改
良
普
及
所
）

（3）



林野火災を防止しましよう　i！慣れた火に新たな注意！

”燃やすまいあなた一人の森でない”　i　4月1日～7日　春の火災予防運動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇
これから農作業や山林作業などが始まり、　i　4月1日から4月7日まで県下一斉に「春

こハイキングや登山を計画されている方が多今の火災予防週間」が実施されます。

・ことでしよう。春は気象条件は高温になる　i　これからは、気温もあがり空気が乾燥

1ともに乾燥状態になり山火事の危険がいつ杏する日が多くなるため火災が起きやすく

fいの時期になります・　　　　　　　　　　iちよつとした火でも大火災になる危険性

林野火災は・年々増加の傾向にあり・原因らがあります。
・山菜取りの人の「たばこ」と「たき火」の　i特に次の点に十分注意して下さい。

1始末によるものが最も多く・一度林野火災杏　・火を使う器具は手入れがゆきとどき、

・発生しますと地利や水利条件が悪いためい　i　正しく使いましよう。

fというとき効果的な消樋動ができませんふ・火を使湯所は常にきれいにしておき
》で大火をひき起すおそれがありますので、　i　ましよう。

：の点に十分注意して下さい・　　　　　　　i　・火のあと始末を完全にしましよう。
野山でたき火をしたあとは、土や水を＋分♀・たばこの投げ捨てや寝たをまこは慎しみ

にかけて消し安全を確めましよう。　　　　i　ましよう。
たばこのすいがらは必ず水たまりにつける？　・外出するときや寝る前には必らず火の

か・土の中に埋めて消して下さい。　　　　i　元を確めましよう。
野焼き・山焼きをするときは必ず松代町役　i　・病人や子供老人はできるだけ避難しや

場や松代分遣所に届けて下さい。　　　　　i　すい場所で就寝させましよう。

　町では期間中朝6時と夕方7時に警鐘がなります。春は火災が多発しやすく、また
季節風等により大火災になりやすいので、ひとりひとりが火災を防止し町から火事を
なくしましよう。

48年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽
「
、
イ
　
　
　
　
ー

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
し
ま
る

　
　
　
　
4
月
6
日
團
か
ら
4
月
巧
日
㈹
ま
で

’1　これから農作業や山林作業l
l又一イキングや登山を計酷
1いことでしよう。春は気象条l
lとともに乾燥状態になり山火⊇
1ばいの時期になります。

1　林野火災は、年々増加の傾r

lも山菜取りの人の「たばこ」、
1不始末によるものが最も多く、
1が発生しますと地利や水利条で
1ざとし、うとき効果的嫡焔翼

1ので大火をひき起すおそれが≧
1次の轄＋分注意して下さし、．

1．蛾でたき賊したあとは、
1にヵ、けて消し安全を確めまI

l。たばこのすし、がらは必ずガくプ

1カ、、土の中に埋めて消し一

llO騨離欝欝聚

　
こ
の
運
動
は
、
歩
行
者
、
運
転
者
、

運
転
者
の
雇
い
主
、
そ
の
他
陸
上
交
通

に
関
係
の
あ
る
す
べ
て
の
者
に
交
通
安

全
思
想
の
周
知
徹
底
を
は
か
り
、
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

◎
運
動
の
重
点
。

　
歩
行
者
、
と
く
に
新
入
学
児
童
お
よ

　
び
幼
児
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

　
つ
ぎ
の
施
策
を
中
心
に
事
故
防
止
対

　
策
を
徹
底
し
て
実
施
す
る
。

◎
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
の
設
定
促
進
と

　
定
着
化
。

　
小
学
校
、
保
育
所
を
中
心
と
し
た
ス

　
ク
ー
ル
．
ゾ
ン
の
設
定
に
つ
い
て
は

　
昨
年
の
設
定
場
所
で
、
子
供
の
安
全

　
を
絶
対
優
先
さ
せ
従
来
の
対
策
を
再

　
検
の
う
え
、
そ
の
定
着
化
を
は
か
る

◎
母
親
と
こ
ど
も
に
対
す
る
交
通
安
全

　
教
育
の
充
実
。

　
家
庭
教
育
に
お
け
る
交
通
安
全
教
育

　
を
促
進
す
る
た
め
、
保
護
者
と
く
に

　
母
親
に
対
し
て
、
こ
ど
も
の
交
通
安

　
全
の
し
つ
け
方
を
重
点
と
し
た
交
通

　
安
全
教
育
の
充
実
を
は
か
る
。
こ
ど

　
も
に
対
す
る
交
通
安
全
指
導
は
、
母

　
親
ぐ
る
み
の
指
導
を
重
点
に
行
な
う

　
と
く
に
保
育
所
に
入
っ
て
い
な
い
幼

　
児
に
っ
い
て
は
一
層
重
点
的
に
効
果

　
的
な
安
全
指
導
の
徹
底
を
期
す
る
。

◎
運
転
者
等
に
対
す
る
交
通
安
全
指
導

　4（

　
の
徹
底
。

運
転
者
等
に
対
し
て
は
、
歩
行
者
、

と
く
に
子
供
の
保
護
意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
飲
酒
運
転
、
高
速
暴
走
運

転
等
運
転
者
の
基
本
的
な
交
通
マ
ナ

ー
の
欠
如
に
起
因
す
る
交
通
事
故
の

絶
無
を
期
す
る
た
め
、
安
全
指
導
を

推
進
し
て
、
安
全
運
転
の
励
行
の
徹

底
を
は
か
る
。

。
次
の
表
は
四
七
年
中
松
代
町
で
人
身

交
通
事
故
状
況
で
す
。

昭和47年松代町内で発生した人身交通事故状況

月　日 場　所 道路名 原　　　　　　　　　　　因

4・4 峠 県道 見とおしのきかないまがり角の衝突
5・27 千　　年 国道 小路より国道に出た耕継機とバイクの衝突
6・26 儀　　明 国道 まがり角でスピードの出しすぎから転落

7・20 松　　代 国道 幼児の飛び出しと前方不注意による
9・4 室　　野 県道 幼児の飛び出しとスピードの出しすぎ

10・16 田　　代 県道 バイクのスピード出しすぎでダソプと衝突

11・8 田　　沢 国道 わき見運転による転落

11・9 犬　　伏 国道 バイクがスピードの出しすぎでまがり切れず転倒
11・21 木和田原 県道 まがり角で転落
11・23 犬　　伏 国道 まがり角でスピードの出しすぎによる衝突

12・1 松　　代 県道 雪のためスリップして転落

　昭和47年中の交通事故発生状況

松代町

11件
1人
20　人

数
者
者

件
死
傷

県本

率　
だ
フ
　
　

　
6
8
。
L

減増
　
十
十
一

増減数

十72
十34
－337

46年

14，082

　　410

18．458

47年

14，154

　　　444

18p121

㎜
数
者
者

㎜
件
死
修



卜金です

新
潟
県
交
通
災
害
共
済
に

　
　
　
家
族
そ
ろ
つ
て
加
入
し
ま
し
よ
う

　
交
通
事
故
絶
滅
の
願
い
を
こ

め
交
通
安
全
運
動
が
行
な
わ
れ

て
い
る
甲
斐
も
な
く
、
悲
惨
な

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
の
こ

と
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
悲
し
い
事
故
は
、
い
つ

推
』
こ
で
皆
様
の
家
港
、
ま
た

　
　
　
自
分
の
身
に
ふ
り
カ
か
っ
て
く

の
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
・

円　
　
　
　
昭
和
四
三
年
九
月
「
不
幸
な

　
　
　
交
通
事
故
に
あ
っ
た
方
へ
、
会

日1

員
相
互
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て

見
舞
金
を
」
と
、
一
日
一
円
の

会
費
で
、
新
潟
県
交
通
災
害
共

済
組
合
が
発
足
し
て
か
ら
五
周

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
問
こ
の
制
度
に
対
す
る
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
に
よ
り
年
々
会
員
が
増
加

し
、
昭
和
四
七
年
度
松
代
町
は
四
、
二

二
三
名
で
全
人
口
に
対
し
て
四
七
・
一

七
％
の
加
入
に
な
り
、
前
年
度
よ
り
五

・
八
二
％
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　

昭
和
四
六
年
度
に
降
給
付
さ
れ
ま
し

た
見
舞
金
状
況
は
一
七
名
で
町
内
八
名

町
外
二
名
・
県
外
（
出
稼
者
）
七
名
で

し
た
。
四
七
年
度
中
の
事
故
者
は
現
在

申
請
中
の
も
の
、
ま
だ
全
治
し
な
い
も

の
を
含
む
と
四
六
年
度
を
上
回
る
見
込

み
で
す
。

　
昭
和
四
八
年
度
加
入
申
込
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
三
月
下
旬
区
長
さ
ん
隣

組
班
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
願
い
い
た
し

ま
す
が
、
申
込
み
方
法
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
加
入
し
て
い
る
家
庭
に
つ
い
て

は
、
現
在
加
入
し
て
い
る
と
お
り
役
場

し
ま
す
。
家
族
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

ら
記
載
例
の
ご
と
く
抹
消
し
た
り
記
載
叫

で
申
込
み
書
を
記
載
し
て
お
届
け
い
た
つ

く
年
令
に
も
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昭
和
四
七
年
度
の
部
落
別
加
入
状
況

は
表
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
制
度
の
趣

旨
を
理
解
い
た
だ
き
み
な
さ
ん
全
員
が

加
入
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

司

憩炉お蜘戯
篇鮮欝霊

勅た牌凝興紡‘‘
皇榊殿入“下ぐ戦．

会費

η350
　　円

350
　　円

350
　　円

350
　　1iI

350

　
　
郎

　
　
太

　
　
　
と
　

　
　
野
紘
続

貝
号
　
謝 H

　
　
　
　
4
　
●
　
。
’

月
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
p

　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
講
器
整
器
器
収

　
　
　
　
　
　
　
　
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

し
た
り
し
て
現
人
数
の
会
費
を
そ
え
て
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ

申
込
み
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
青
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
て

　
新
規
に
加
入
す
る
家
庭
で
は
な
に
も
郷

記
載
さ
れ
て
い
な
い
加
入
申
込
書
に
必
（

要
事
項
（
記
載
例
参
照
）
を
記
載
し
て
例

瞼
分
の
会
費
を
そ
え
て
申
込
み
下
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ロ

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
申
込
書
は
三
枚
複
写
で
す
三
部
提
出
書

し
て
下
さ
い
。
会
員
証
③
は
後
日
領
収
込

捺
印
の
上
お
屈
け
い
た
し
ま
す
。
　
　
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
，

　
加
入
で
き
る
人
は
松
代
町
に
住
ん
で
口

い
て
住
民
票
が
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
よ
ヵ

一
　
父

昭和47年度交通災害共済組合加入者数

加入率

　　27．27％

　　53．78

　　34．63

　　42．10

　　48．61

　　47．39

　　55．00

　　37．50

　　38．02

　30．00

　　49．89

　54．71

　62．50

　50．00

　45．78

　33．57

　38．27

　42．06

　37．36

加入者数

　　　　　9

　　　　71

　　　　80

　　　　64

　　　　70

82

33

21

81

24

230

209

110

40

391

47

31

114

71

轄
一
子
島
倉
納
代
平
貫
峠
田
平
生
明
島
立
野
所

　
　
　
野
　
　
　
　
　
　
訪
　
　
　
　
　
　
　
良

ロ
中
苧
田
仙
田
莇
小
諏
寺
名
蒲
儀
福
奈
室
竹
　濁
　峠
木和田原

加入率

　　50．78％

　　43．71

　　48．78

　　33．30

　　69．32

　　65．15

　68．57

　　50．OO

　59．43

　71．29

　50．00

　30．27

　38．82

　55．26

　29．26

　45．50

　42．93

　38．18

　50．87

　27．27

加入者数

　　　868

　　　　73

　　　　60

　　　　70

　　　　113

字名

協
72
83

230

77

90

76

66

189

12

76

152

42

29

21

代
戸
平
刈
沢
丸
畑
山
年
尻
沢
水
山
平
山
老
伏
地
山
沢

　
　
荒
　
　
　
　
屋
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桐

松
小
太
菅
田
小
池
下
千
池
会
清
桐
蓬
東
海
犬
孟
片
滝

’
昭
和 48年度
新淘県交通災害共済組合会費払込書（加入申込書〉①

会長
番．琴

住所 新潟県東頸城郡松代町大字：訟代
世帯主・

氏名
甲

氏　　　　名 』世帯主と

の縦柄
生年月日 会費 氏　　　　名

甲野太部 煎
禦傑“。δ
昭

　円§50 一

甲野花子 妻 明
爾．ε●1紹 　凹

350

甲野一郎「疾男 明
あ17●9” 　円

350 甲脅再菜

甲野京各 璽
明
大
1 8●12ゾ2

⑦
　円
350’

甲野銘一 鯛の
表2

明
幽
姶・5●3 　円

350
昭和　P年　月　日

右4）とおり払込みまち 計　　　　　人

￥　　　　　　円共済
期間

昭有148f卜4月1日（4月1日以後の加入にあっては会費
領収印1』付の翌日）から昭租49年3月31日まで

’
想
、

慮
）

親
切
に
な
っ
た
諸
官
庁

　
　
，
ー
ー
南
部
老
人
ー
・

　
私
は
近
年
諸
官
庁
の
窓
口
に
で
む
い

て
み
る
と
余
り
に
も
職
員
の
皆
様
が
懇

切
丁
寧
に
ご
指
導
下
さ
る
こ
と
に
気
付

き
ま
す
。
私
が
若
か
っ
た
頃
、
戦
前
は

官
庁
の
窓
口
で
焦
点
の
ぼ
け
た
質
間
な

ど
し
て
問
い
つ
め
ら
れ
て
困
っ
て
い
る

場
面
が
見
受
け
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
今
日
で
は
ど
う
で
し
よ
う

諸
官
庁
は
昔
い
か
め
し
か
っ
た
警
察
や

法
務
局
関
係
の
役
所
を
は
じ
め
、
役
場

・
農
協
、
郵
便
局
等
々
役
所
が
門
戸
を

開
放
し
て
、
和
や
か
な
面
談
の
中
に
か

ん
で
含
め
る
如
く
指
導
し
て
下
さ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

（5）



（6）

う
に
な
り
ま
し
た
。

戦
前
の
低
い
教
育
で
基
本
的
な
常
識
と

し
て
少
し
は
学
ん
だ
事
も
忘
れ
て
し
ま

い
、
農
家
育
ち
の
私
は
生
産
第
一
主
義

の
毎
日
の
労
働
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

事
に
迫
ら
れ
し
ぶ
く
泥
足
を
拭
っ
て

役
所
の
窓
口
に
か
け
つ
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
職
員
の
皆
様
と
対
等
に
話

し
合
い
も
で
き
ず
遂
に
非
常
識
な
質
問

を
し
て
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
私
共
労
働
者
の
社
会
は
勤
労
と
生
産

が
毎
日
の
仕
事
で
、
規
模
や
事
務
的
な

こ
と
に
全
く
弱
い
と
い
う
こ
と
が
一
般

に
言
え
る
こ
と
で
な
い
で
し
よ
う
か
。

職
域
の
違
い
、
し
か
も
常
識
に
弱
い
者

を
捉
え
て
詰
問
し
た
り
責
め
て
み
た
り

す
る
こ
と
は
幼
児
の
腕
を
ね
じ
る
に
等

し
い
と
思
う
の
で
す
。
し
か
し
そ
れ
は

昔
の
語
り
草
と
な
り
ま
し
た
。
諸
官
庁

い
た
る
所
の
窓
口
は
親
切
に
扱
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ま
こ
と

に
よ
ろ
こ
ば
し
い
事
で
感
謝
い
た
し
て

い
ま
す
。

　
私
ば
か
り
で
は
な
く
他
人
が
役
所
の

窓
口
や
机
の
前
で
職
員
と
笑
顔
を
か
わ

し
な
が
ら
話
を
進
め
て
い
る
様
子
は
、

心
に
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
も
の
を
感
じ
る

と
同
時
に
隔
世
の
感
さ
え
与
え
て
く
れ

ま
す
。

　
か
っ
て
の
戦
争
は
痛
ま
し
い
傷
痕
を

残
し
ま
し
た
。
そ
し
て
幾
百
万
と
い
う

尊
い
戦
争
犠
牲
者
を
出
し
た
こ
と
は
一

大
痛
痕
事
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
数
知
れ

な
い
犠
性
者
の
霊
が
祖
国
の
後
世
を
平

和
に
導
く
た
め
の
尊
い
置
土
産
で
あ
っ

た
と
私
は
受
け
取
り
た
い
の
で
す
。
私

共
が
進
み
つ
X
行
く
社
会
民
書
化
を
固

く
守
り
続
け
る
こ
と
は
、
と
り
も
直
さ

ず
犠
牲
者
に
対
す
る
回
向
で
あ
り
責
任

で
あ
る
と
私
は
思
う
の
で
す
。

1チヨツトー吉1
　
　
　
　
　
あ
る
女
子
青
年
か
ら
、
次

　
　
　
　
の
よ
う
な
投
稿
が
あ
り
ま
し

　
　
　
　
た
。
確
か
に
町
の
人
は
人
情

　
　
　
　
家
で
親
切
で
す
が
、
そ
の
反

　
　
　
　
面
、
中
傷
的
な
こ
と
が
多
い

　
　
　
　
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
町
で
は
若
い
人
か
ら
一
人

　
　
　
　
で
も
多
く
町
で
働
い
て
い
た

　
　
　
　
だ
く
こ
と
、
過
疎
防
止
に
つ

　
　
　
　
い
て
い
ろ
く
と
施
策
し
て

い
ま
す
が
、
人
心
面
か
ら
も
良
い
環
境

を
つ
く
る
こ
と
も
重
大
な
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
投
稿
を
さ
れ
た
人
は
も
ち
ろ
ん

町
に
住
む
青
年
は
す
べ
て
自
己
の
行
な

い
に
責
任
を
持
ち
、
よ
き
町
発
展
の
後

継
者
に
な
ろ
う
と
努
力
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
み
ん
な
が
住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め

に
一
青
年
の
声
を
登
載
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉
ノ

　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

「
も
つ
と
広
い
心
を
」

　
　
　
　
　
　
〈
あ
る
山
娘
〉

　
私
は
二
二
才
の
女
で
す
。

家
の
事
情
で
も
う
何
年
も
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

　
都
会
生
活
か
ら
離
れ
田
舎
に
落
ち
つ

い
て
感
じ
た
事
は
、
若
者
に
取
っ
て
住

み
に
く
い
と
言
う
事
で
す
。
自
由
が
あ

り
そ
う
で
実
は
全
々
な
い
の
で
す
。

そ
れ
は
自
然
に
囲
ま
れ
土
に
働
ら
く
事

に
は
満
足
し
て
い
ま
す
。
初
め
、
い
や

い
や
だ
っ
た
の
に
女
の
私
で
も
年
々
好

ぎ
に
な
っ
て
来
て
い
る
の
で
す
。

　
田
舎
の
人
は
人
情
家
で
親
切
で
す
。

で
も
そ
れ
も
悪
く
言
う
と
お
せ
っ
か
い

す
ぎ
た
り
、
好
奇
心
へ
の
方
が
多
い
の

で
す
。
一
人
目
が
言
い
初
め
た
話
も
、

三
人
目
あ
た
り
で
は
論
に
論
を
か
け
た

よ
う
に
大
げ
さ
に
な
り
、
そ
の
た
め
泣

か
さ
れ
た
人
も
大
勢
で
す
。
も
ち
ろ
ん

私
も
そ
の
一
人
で
す
。

　
異
性
と
の
交
際
に
関
し
て
も
聞
い
て

ほ
し
い
の
で
す
。
同
級
生
と
立
ち
話
し

た
だ
け
で
、
か
げ
口
を
言
わ
れ
る
の
で

す
。
男
も
女
も
同
じ
人
間
じ
や
あ
り
ま

せ
ん
か
、
も
っ
と
理
解
し
て
下
さ
い
。

私
の
母
も
今
は
「
結
婚
を
考
え
る
人
以

外
つ
き
合
う
な
！
」
と
言
う
の
で
す
。

ど
う
し
て
、
男
女
の
交
際
を
こ
う
言
う

ふ
う
に
考
え
る
の
で
し
よ
う
か
。

　
都
会
へ
散
っ
て
行
く
私
の
知
っ
て
い

る
友
人
の
全
部
が
口
を
そ
ろ
え
て
言
う

事
は
、
　
「
田
舎
は
う
る
さ
い
か
ら
イ
ヤ

ダ
！
」
と
言
う
事
で
す
。

　
こ
れ
以
上
、
若
者
を
な
く
さ
な
い
た

め
に
も
、
大
人
の
皆
さ
ん
、
も
っ
と
広

い
心
で
理
解
し
て
下
さ
い
。

電
話
番
号
の
修
正

　
松
代
町
で
発
行
し
た
「
町
内
電
話
番

号
簿
」
昭
和
四
十
七
年
七
月
現
在
を
次

の
と
お
り
修
正
し
て
下
さ
い
。

△
追
加

七
四
頁
　
室
野
　
う
の
部
に
追
加
記
載

　
う
ら
し
ま
や
　
山
岸
幸
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
三
六

七
九
頁
　
室
野
　
や
の
部
に
追
加
記
載

　
山
岸
幸
一
　
う
ら
し
ま
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
三
六

△
番
号
訂
正

七
六
頁
　
室
野
　
さ
の
部

　
佐
藤
熊
平
　
じ
ん
ば
ち

　
　
五
六
三
六
を
　
五
六
三
九
に

　
全
　
　
　
　
し
の
部

　
じ
ん
ば
ち
　
佐
藤
熊
平

　
　
五
六
三
六
を
　
五
六
三
九
に

詩
吟
・
謡
曲
同
好
会
会
員
募
集

　
こ
の
た
び
町
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場

講
師
に
関
谷
竜
平
氏
（
松
代
屋
号
た
き

や
主
人
）
を
迎
え
て
詩
吟
・
謡
曲
の
同

好
会
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
、
た
だ

い
ま
会
員
募
集
中
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
会
は
発
会
予
定
を
三
月
二
八
日

水
曜
日
と
し
、
以
降
毎
週
水
曜
日
よ
る

町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
お
さ
ら
い
を
行
な

う
計
画
で
す
。
詩
吟
や
謡
曲
は
み
ん
な

と
同
時
に
入
会
し
な
い
と
な
か
く
仲

間
に
な
れ
な
い
も
の
で
す
。
あ
な
た
も

ど
う
ぞ
ご
入
会
下
さ
い
。

　
申
込
は

　
　
三
月
二
八
日
正
午
ま
で
に

　
　
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　
（
電
話
三
〇
一
番
）

　
　
　
　
　
関
谷
　
昭
平
へ

松
代
書
道
教
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
一
月
末
募
集
い
た
し
ま
し
た
松
代
書

道
教
室
は
予
想
以
上
の
申
込
者
が
あ
り

講
師
の
み
な
さ
ま
の
ご
努
力
に
よ
り
順

調
に
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
各
方
面
か
ら
追
加
申
込

が
あ
り
ま
す
が
、
会
場
の
収
容
に
限
度

が
あ
り
、
こ
れ
以
上
増
員
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
恐
縮
で
す
が
当
分
の
間
新
入
会

を
お
断
り
い
た
し
ま
す
。



出
稼
き
の
夫
や
父
ち
や
ん
へ

　
　
　
　
お
手
紙
を
出
し
て
く
だ
さ

　
本
年
度
よ
り
労
働
省
が
季
節
移
動
労

働
者
（
出
稼
者
を
い
う
）
援
護
事
業
と
し

て
取
り
あ
げ
て
い
る
一
つ
と
し
て
出
稼

先
で
町
と
出
稼
者
の
懇
談
会
を
去
る
二

月
二
日
の
夜
か
ら
次
の
事
業
所
で
延
二

三
〇
名
の
方
々
と
話
合
っ
て
き
ま
し
た

佐
藤
染
業
・
三
菱
製
鋼
・
矢
島
建
設
・
日

本
特
殊
鋼
・
西
原
建
設
・
住
友
軽
金
属
・

住
金
溶
接
棒
・
不
動
化
学
・
日
立
戸
塚
・

松
井
組
・
タ
カ
ラ
ホ
：
ロ
ー
・
本
多
金
属

青
山
鉄
工
・
日
本
毛
織
・
豊
臣
機
工
・
日

本
ト
レ
ー
ル
モ
ー
ビ
ル
・
日
本
電
装
・
松

高
工
務
店
・
の
事
業
所
で
昼
休
み
と
夜

の
一
日
二
会
場
の
駆
け
足
で
し
た
が
皆

さ
ん
も
大
変
喜
ん
で
待
っ
て
い
て
く
れ

ま
し
て
懐
し
く
町
の
話
や
仕
事
の
話
を

致
し
皆
さ
ん
の
仕
事
や
宿
舎
を
拝
見
し

一
諸
に
工
場
の
食
堂
で
会
食
し
寮
へ
も

泊
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
食
事
の
方
も

殆
ん
ど
栄
養
士
が
計
算
し
カ
・
リ
ー
充

分
な
も
の
で
量
的
な
制
限
も
な
く
宿
舎

も
一
部
で
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
出
て
く

る
よ
う
な
豪
華
な
も
の
も
あ
り
皆
さ
ん

寒
さ
知
ら
ず
で
す
。
私
共
が
心
配
し
て

い
た
出
稼
者
の
健
康
管
理
の
面
で
も
一

部
の
事
業
所
を
除
い
て
健
康
診
断
も
笑

施
済
み
で
各
企
業
共
季
節
労
務
者
に
対

す
る
健
康
管
理
が
行
届
い
て
お
り
ま
す

ご
安
心
下
さ
い
。
私
共
も
懇
談
会
で
出

る
宿
舎
残
業
等
の
要
望
に
つ
い
て
は
早

速
各
会
社
へ
改
善
方
を
お
願
い
し
て
参

り
留
守
家
族
が
安
心
で
き
る
職
場
と
し

い

て
ほ
し
い
と
依
頼
致
し
て
き
ま
し
た
。

職
場
で
も
松
代
町
の
人
達
は
本
工
員
と

変
ら
ぬ
働
き
を
し
四
月
は
新
採
用
の
本

工
員
の
良
き
指
導
者
と
な
り
秋
は
再
赴

任
を
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
る
と
…

又
寮
生
活
の
態
度
も
き
ま
り
の
良
さ
や

な
ご
や
か
さ
で
他
の
人
と
比
較
で
き
な

い
ほ
ど
良
く
松
代
町
の
人
達
な
ら
ど
ん

ど
ん
多
く
き
て
ほ
し
い
と
い
う
寮
主
任

の
話
等
を
聞
い
て
出
稼
の
な
い
町
の
理

想
を
求
め
な
が
ら
も
現
実
の
誇
り
と
し

て
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
扱
て
父
ち
や
ん
達
の
願
い
で
す
。
ど

ん
な
立
派
な
宿
舎
で
も
暖
か
い
家
庭
と

は
違
い
寂
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ

と
か
ら
の
便
り
を
待
っ
て
い
ま
す
電
話

は
そ
の
時
々
の
状
況
は
良
く
わ
か
り
話

も
で
き
る
が
終
っ
て
み
る
と
な
ん
だ
か

も
の
た
り
な
い
や
っ
ば
り
手
紙
が
一
番

だ
と
い
う
声
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
だ

春
ま
で
長
い
で
す
早
速
今
夜
か
ら
で
も

書
い
て
励
ま
し
て
や
っ
て
下
さ
い
。

　
子
供
さ
ん
／

父
ち
や
ん
は
休
の
日
に
習
字
の
塾
へ
行

っ
て
い
る
ん
だ
と
言
う
人
に
も
何
人
か

合
い
ま
し
た
お
父
さ
ん
に
負
け
な
い
よ

う
元
気
に
頑
張
り
学
校
の
様
子
を
知
ら

せ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
長
い
冬
を
声
の

便
り
と
手
紙
と
に
よ
り
し
っ
か
り
と
結

び
暖
か
い
春
風
と
共
に
帰
っ
て
く
る
「

た
だ
い
ま
」
の
声
を
待
ち
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
　
職
業
係
）

七
十
才
以
上
の
方
は

受
給
者
証
を
忘
れ
ず
に

　
　
　
，
1
老
人
医
療
費
無
料
化

　
本
年
一
月
一
日
か
ら
七
十
才
以
上
の

方
の
医
療
費
の
無
料
化
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
お
医
者
さ
ん
へ
か
か
り
に

行
く
時
は
必
ず
「
老
人
医
療
費
受
給
者

証
」
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
下
さ
い
。

こ
の
受
給
者
証
を
持
っ
て
行
か
な
い
と

従
来
ど
お
り
、
国
保
は
三
割
、
そ
の
他

の
社
会
保
険
は
五
割
の
一
部
負
担
金
を

取
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
老
人
医
療
費
受
給
者
証
」
は
皆
さ
ん

の
家
庭
に
あ
る
国
保
又
は
社
会
保
険
の

｝
保
険
者
証
」
と
と
も
に
「
老
人
保
健

手
帳
」
の
中
に
入
れ
て
お
い
て
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
時
は
必
ず
こ
れ
を
持
参

す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
（
社
会
課
）

“
人
権
を
守
っ
て

　
　
　
　
　
明
る
い
よ
い
社
会
”

　
み
な
さ
ん
が
毎
日
の
生
活
を
営
ん
で

い
く
う
え
で
、
人
権
問
題
（
公
害
、
名

誉
侵
害
、
家
庭
・
近
隣
関
係
、
借
地
借

家
の
問
題
、
差
別
待
遇
、
交
通
事
故
等

）
や
法
律
上
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
わ

か
ら
な
く
て
困
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
は
次
の
人

権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
か
ら
ご

安
心
の
上
お
い
で
下
さ
い
。

相
談
日
は
毎
月
十
五
日
で
す
が
緊
急
の

場
合
は
い
つ
で
も
受
付
け
ま
す
。

　
最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員
は

　
松
代
　
少
林
寺
　
　
佐
藤
秀
雄

　
　
　
　
　
　
　
電
話
松
代
四
四
番

　
家
庭
児
童
相
談
室
の
利
用
を

　
　
　
　
秘
密
は
か
た
く
守
り
ま
す

　
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
、
ご
心
配
の
あ

る
方
は
お
気
軽
に
相
談
室
を
ご
利
用
下

さ
い
。

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
悩
ん
で

い
ら
れ
る
方
は
是
非
お
い
で
頂
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
。
学
校
へ
行
き
た
が
ら
な
い
子

　
・
わ
が
ま
』
な
子

　
。
友
達
と
遊
べ
な
い
子

　
・
強
情
な
子

　
。
知
恵
お
く
れ
の
子

　
。
盗
み
癖
や
う
そ
を
つ
く
子

　
。
学
校
や
保
育
所
で
乱
暴
す
る
子

　
。
夜
尿
や
爪
か
み
の
癖
の
あ
る
子

　
。
こ
と
ば
や
手
足
の
不
自
由
な
子

事
の
大
小
に
か
N
わ
ら
ず
専
門
の
職
員

が
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
内
容
に

つ
い
て
は
か
た
く
秘
密
を
守
り
ま
す
。

都
合
で
お
い
で
に
な
ら
れ
な
い
時
は
役

場
の
社
会
福
祉
係
に
お
話
し
く
だ
さ
い

ま
た
必
要
が
あ
れ
ば
こ
ち
ら
か
ら
お
訪

ね
い
た
し
ま
す
。

早
く
気
づ
い
て
、
早
く
調
べ
て
早
く
な

お
す
こ
と
が
よ
い
子
を
育
て
る
要
訣
だ

と
思
い
ま
す
。

相
談
先
　
安
塚
町
大
字
安
塚

　
　
　
　
　
東
頸
城
社
会
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
電
話
（
安
塚
）
二
ー
二
〇
〇
八

家
庭
児
童
相
談
員

月
水
金
　
本
山
一
子

火
木
金
　
岡
　
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

　
　
ゴ
、
・
・
袋
は
商
店
で

　
ゴ
、
、
、
の
収
集
日
に
ゴ
ミ
を
入
れ
て
出

す
袋
は
、
当
初
は
町
内
で
販
売
し
て
い

る
所
が
な
か
っ
た
の
で
止
む
な
く
役
場

で
取
扱
っ
て
来
ま
し
た
が
、
今
度
こ
れ

を
取
扱
の
商
店
が
で
て
き
ま
し
た
の
で

今
後
役
場
で
は
取
扱
わ
な
い
こ
と
に
し

ま
し
た
か
ら
商
店
で
お
買
求
め
下
さ
い

（7）
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．
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四
月
か
ら
支
給
範
囲
が
ひ
ろ
が
り
ま
す

一
、
児
童
手
当
と
は
？

　
児
童
が
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に
成

長
す
る
こ
と
は
、
国
民
す
べ
て
の
願
い

で
あ
り
、
家
庭
と
社
会
が
と
も
ど
も
に

児
童
の
健
全
な
育
成
に
努
め
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
の
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て

児
童
手
当
法
が
生
ま
れ
、
昭
和
四
十
七

年
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
児
童
手
当
制
度
は
、
国
・
県
・

町
と
事
業
主
が
費
用
を
持
ち
あ
い
、
児

童
を
養
育
す
る
人
に
児
童
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
生
活
の
安

定
と
次
代
の
社
会
を
に
な
う
児
童
の
健

全
育
成
・
資
質
向
上
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

二
、
児
童
手
当
を
受
け
る
こ
と
の
で
き

　
　
る
人
は
？

　
　
　
支
給
対
象
と
な
る

　
　
　
　
　
範
囲
が
ひ
ろ
が
り
ま
す
。

　
児
童
手
当
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月

か
ら
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
日
本

国
民
が
、
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
っ
て

い
る
と
き
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ω
　
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上

　
養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人

　
以
上
が
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
日
以

　
後
に
生
ま
れ
た
児
童
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
は
、
三
人
以
上
の
児
童
の

　
う
ち
に
、
児
童
手
当
制
度
が
発
足
し
た

　
昭
和
四
十
七
年
一
月
一
日
現
在
で
五
才

　
未
満
の
児
童
（
昭
和
四
十
二
年
一
月
二

　
日
以
後
に
生
ま
れ
た
児
童
）
が
い
る
こ

　
が
必
要
で
し
た
が
、
こ
と
し
の
四
月
か

　
ら
は
、
そ
の
範
囲
が
ひ
ろ
が
っ
て
三
人

　
以
上
の
児
童
の
う
ち
に
、
こ
と
し
の
四

　
月
一
日
現
在
で
十
才
未
満
の
児
童
（
昭

　
和
三
十
八
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ

　
た
児
童
）
が
い
れ
ば
支
給
さ
れ
る
よ
う

　
　
に
な
り
ま
す
。

③
　
そ
の
人
の
収
入
が
、
一
定
の
額
（

　
た
と
え
ば
、
扶
養
親
族
五
人
の
場
合

　
二
三
三
万
円
i
こ
の
額
は
、
こ
と
し

　
の
六
月
か
ら
引
き
あ
げ
ら
れ
る
予
定

　
で
す
ー
）
に
満
た
な
い
こ
と
。

　
　
な
お
、
こ
の
児
童
手
当
は
、
各
種

　
の
福
祉
年
金
や
児
童
扶
養
手
当
な
ど

　
を
受
け
て
い
る
人
で
も
支
給
さ
れ
ま

　
す
。

三
、
児
童
手
当
の
額
は
？

　
　
児
童
手
当
の
月
額
は
、
こ
と
し
の

　
四
月
か
ら
、
三
人
以
上
の
児
童
の
う

　
ち
、
出
生
順
に
数
え
て
三
人
目
以
降

　
の
児
童
で
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
二

　
日
以
後
に
生
ま
れ
た
も
の
一
人
に
つ

　
き
三
、
○
○
○
円
と
な
り
ま
す
。

　
　
四
月
か
ら
新
た
に
児
童
手
当
を
受
け

　
る
こ
と
が
で
き
る
人
と
児
童
手
当
の
額

　
が
ふ
え
る
人
と
の
例

　
　
い
並
軸
d
“
幾
b
O
O
田
δ
【
　
】
O
轡

　
　
酵
サ
耳
持
慧
d
叫
。

　
　
“
コ
サ
①
姦
げ
い
曽
O
O
O
田
声
【
　
】
伴

　
　
【
　
】
O
轡
蒔
サ
耳
詩
慧
π
舜
O
軸

　
　
呼
。

　
蝋
持
六
函
蹄
船
脹
蒔
泌
耳
が
臼
叶
強
感

　
弊
が
＞

　
　
翫
蹄
強
ま
叫
‘
蕎
姑
【
N
斗
】
O
W
＞

　
　
O
醸
ゆ

　
　
山
泣
サ
①
い
矯
O
O
O
田
×
一
H
憎
O
O
O
田

　
逼
蹄
唱
脹
O
慧
脇
》
渉
ぴ
＞

　
　
茜
蹄
強
一
α
斗
げ
＝
蝿
’
【
↓
叫
】
プ

　
　
【
“
崎
】
δ
山
＞
O
醸
礎

　
　
い
泣
擬
δ
憎
O
O
O
コ
×
一
腿
憎
O
O
O
田

　
　
山
山
サ
①
憎
O
O
O
田
×
b
H
ρ
O
O
O
田

四
、
児
童
手
当
の
支
給
を

　
　
受
け
る
た
め
の
手
続
き
は
？

　
　
松
代
町
で
は
、
四
月
か
ら
新
た
に

　
該
当
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
一
月
十

　
九
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
に
職
員
が

　
各
地
区
を
ま
わ
っ
て
認
定
請
求
書
に

　
印
鑑
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、
役
場
で

　
手
落
ち
が
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
の

　
で
該
当
者
で
ま
だ
認
定
請
求
書
を
提

　
出
さ
れ
て
い
な
い
方
が
あ
り
ま
し
た

　
ら
三
月
末
日
ま
で
に
社
会
福
祉
係
へ

　
印
鑑
を
持
参
し
て
手
続
き
を
し
て
下

　
さ
い
。

　
　
四
月
以
降
も
、
子
の
出
生
等
で
新

　
た
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
時
は
そ
の

都
度
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
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な
お
、
公
務
員
と
三
公
社
に
勤
め

　
て
い
る
方
は
、
勤
め
先
に
申
し
出
て

　
く
だ
さ
い
。

五
、
児
童
手
当
の
支
給
は
？

　
　
児
童
手
当
は
、
市
区
町
村
長
が
支

　
給
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
と
認
定
し

　
た
人
に
対
し
て
毎
年
度
、
六
月
、
十

　
月
、
二
月
の
三
回
に
分
け
て
そ
れ
ぞ

　
れ
前
月
ま
で
の
分
を
支
払
い
ま
す
。

松
代
町
で
は
、
受
給
者
が
指
定
し
た

金
融
機
関
係
へ
支
給
月
の
十
五
日
ま

　
で
に
ふ
り
こ
み
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

二
月
受
付
分
　
（
受
付
順
）

離巽池
田
　
良
子

柳
　
　
正
義

鈴
木
　
修
一

鈴
木
　
正
和

若
月
　
賢
次

本
柳
　
裕
之

相
沢
　
貴
史

山
本
　
博
之

柳
　
　
佳
子

佐
藤
　
達
也

牧
田
め
ぐ
み

お
く
や
み

（
死
亡
）

山
賀
　
ヒ
サ

斉
藤
常
太
郎

植
木
　
ま
さ

関
谷
　
藤
八

佐
藤
栄
太
郎

斉
木
　
ナ
カ

佐
藤
兼
太
郎

聡
ミ
坪
二
女
（
仙
納
）

羅
璽
男
（
松
代
）

駿
合
蓑
男
（
松
代
）

警
馨
男
（
松
代
）

聡
ツ
秘
男
（
孟
地
）

馨
イ
讐
男
（
仙
納
）

父
正

母
和

父
吉

母
純

父
正

母
ヒ

父
則

母
圭

父
貞

母
ク

八
○
才

七
七
才

七
三
才

四
一
才

七
七
才

八
四
才

七
八
才

実子
長
男
（
松
代
）

ロ融
二
男
（
犬
伏
）

嚇
婁
（
千
年
）

藩
男
（
濁
）

挟
三
亥
峠
）

（
小
荒
戸
）

（
田
野
倉
）

（
松
代
）

（
　
〃
）

（
滝
沢
）

（
室
野
）

（
　
〃
）



恒
例
の
卓
球
大
会
終
る

　
町
卓
球
協
会
主
催
の
町
内
卓
球
大
会

は
二
月
二
五
日
松
代
小
学
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
盛
会
に
終
り
ま
し
た
。
入
賞

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

◎
団
体
戦
H
出
場
五
人
組
一
六
チ
ー
ム

六五四　二一
位位位〃位位

県
立
松
代
病
院
チ
ー
ム

役
場
A
チ
ー
ム

　
〃
B
チ
ー
ム

土
木
チ
ー
ム

松
代
青
年
ク
ラ
ブ

室
野
チ
ー
ム

◎
個
人
戦
（
青
年
の
部
）
π
出
場
四
〇
名

一
位

二
〃

三
〃

四
〃

五
〃

六
〃

高横柳高
橋尾　橋

宏
彰

善
雄

　
実

利
雄

関
谷
英
一
郎

関
谷

◎
個
人
戦
（
壮
年
、

一
位

二
〃

三
〃

四
〃

五
〃

六
〃

高若鈴矢高
橋月木代橋

（
病
院
）

（
役
場
）

（
室
野
局
）

（
農
協
）

（
役
場
）

松
雄
（
卓
球
マ
ン
）

女
子
の
部
）

π
（
出
場
二
一
名
）

　
徳

　
功

　
勤

熊
次

　
青

関
谷
ふ
じ
え

（
高
校
）

（
病
院
）

（
高
校
）

（
土
木
）

（
高
校
）

（
役
場
）

郵
便
局
へ
も
転
居
届
を
！

ー
一
年
間
は
転
送
し
ま
す
ー
・

　
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、
進
学

・
就
職
・
転
勤
な
ど
で
転
居
さ
れ
る
方

が
多
く
な
り
ま
す
。
転
居
の
際
に
は
、

あ
な
た
あ
て
の
郵
便
物
が
迷
い
子
に
な

ら
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
願

い
ま
す
。

※
　
転
居
屈
は
忘
れ
ず
に

　
転
居
届
を
お
出
し
に
な
る
と
、
一
年

間
郵
便
物
を
転
送
し
ま
す
が
、
出
て
い

な
い
と
差
出
人
に
返
送
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
届
出
の
用
紙
は
郵
便
局
の
窓
口
の
ほ

か
、
町
役
場
の
転
出
入
手
続
き
の
窓
口

に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
記
入

の
う
え
お
近
く
の
ポ
ス
ト
に
そ
の
ま
x

お
入
れ
く
だ
さ
い
。

※
　
住
所
は
完
全
に
、
肩
書
き
を
忘
れ

ず
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
ア
パ
ー
ト
、
下
宿
、
間
借
り
、
同
居

な
ど
の
場
合
は
、
必
ず
「
○
○
荘
」
、

「
○
○
方
」
な
ど
の
肩
書
き
を
忘
れ
ず

に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
方
々
に
差
し
出
す
と

き
も
同
様
で
す
。

※
　
郵
便
番
号
の
変
更
も

　
転
居
さ
れ
ま
す
と
郵
便
番
号
も
変
わ

り
ま
す
か
ら
、
転
居
通
知
や
、
新
し
く

名
刺
を
印
刷
す
る
場
合
に
は
、
新
し
い

郵
便
番
号
を
忘
れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　
現
金
は
必
ず
現
金
書
留
で

　
　
1
普
通
で
は
送
れ
ま
せ
ん
－

　
現
金
を
送
る
場
合
、
普
通
の
封
筒
の

一
中
に
入
れ
て
出
す
方
が
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
し
、
普
通
の
封
筒
の
中
へ
現
金
を
入

れ
て
差
し
出
さ
れ
ま
す
と
、
万
一
紛
失

し
て
も
補
償
さ
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く

郵
便
局
で
発
見
し
ま
す
と
、
差
し
出
し

人
に
返
送
さ
れ
た
う
え
、
書
留
料
の
二

倍
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
金
を
直
接
送
る
方
法
と
し
て
は
「
現

金
書
留
」
が
あ
り
ま
す
。
現
金
封
筒
（

一
枚
五
円
）
に
入
れ
、
一
通
に
つ
き
十

万
円
ま
で
送
れ
ま
す
。
万
一
事
故
が
生

じ
た
場
合
に
は
補
償
さ
れ
ま
す
。

　
差
し
出
す
場
合
は
、
ポ
ス
ト
に
入
れ

な
い
で
必
ず
郵
便
局
の
窓
ロ
ヘ
差
し
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
送
金
さ
れ
る
金

額
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
裏
面
の
封
か
ん
紙
に
捺
印
、
ま
た
は

署
名
を
し
て
く
だ
さ
い
。

少
額
の
送
金
は
定
額
小
為
替
で

　
　
f
料
金
が
安
く
て
便
利
ー
ー

　
少
額
の
送
金
に
は
「
定
額
小
為
替
」

が
安
く
て
便
利
で
す
。

　
定
額
小
為
替
は
、
受
験
料
の
場
合
な

ど
願
書
と
い
っ
し
よ
に
送
る
こ
と
が
で

き
ま
す
し
、
そ
の
他
慶
弔
金
や
、
お
見

舞
金
、
同
窓
会
費
、
通
信
販
売
代
金
な

ど
の
送
金
に
も
べ
ん
り
で
す
。
受
取
人

を
指
定
す
れ
ば
そ
の
人
以
外
は
受
け
取

れ
ま
せ
ん
か
ら
確
実
に
送
金
で
き
ま
す

ま
た
、
必
ず
書
留
で
な
く
と
も
普
通
郵

便
で
も
差
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
定
額
小
為
替
証
書
は
、
百
円
か
ら
百

円
き
ざ
み
で
千
円
ま
で
と
五
百
円
き
ざ

み
で
三
千
円
ま
で
あ
り
、
送
金
の
金
額

に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
て
送
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
料
金
は
一
枚
に
つ
き
十
円

か
ら
三
十
円
で
す
。

　
な
お
、
百
円
未
満
の
は
数
金
額
は
、

送
金
で
き
ま
せ
ん
。

安
く
て
便
利
な
ミ
ニ
レ
タ
ー

　
、
・
三
レ
タ
ー
は
、
郵
便
書
簡
の
愛
称

で
す
が
、
こ
れ
は
、
通
信
文
を
書
い
て

折
り
た
た
み
、
の
り
し
ろ
を
貼
り
合
わ

せ
る
だ
け
で
差
し
出
す
も
の
で
す
。

　
料
金
は
一
枚
二
〇
円
で
す
。
通
信
文

は
は
が
き
の
約
三
倍
は
書
く
こ
と
が
で

き
ま
す
し
、
全
体
の
重
量
が
一
〇
グ
ラ

ム
以
内
な
ら
便
せ
ん
や
、
写
真
（
一
枚

程
度
）
も
同
封
で
き
ま
す
。
常
に
お
手

元
に
お
い
て
手
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

9
曜
．
巳
覧
璽
．
3
言
＝
塁
．
愚
一
9
．
・
＝
・
3
亀
6
醒
願
・
餐
『
＝
監
9
。
3
書
評
＝
亀
＝
君
言
富
2
墜
購
＝
雷
鐸
＝
9

あ
な
た
の
寄
稿
を

　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

　
こ
の
広
報
紙
を
充
実
さ
せ
る
た
め
公

民
館
で
は
あ
な
た
の
寄
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
ど
し
く
投
稿
下
さ
い

こ
の
広
報
ま
つ
だ
い
は
毎
月
二
十
五
日

に
原
稿
を
締
切
り
翌
月
十
日
に
毎
月
発

行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
、
原
稿
の
内
容
は
ど
ん
な
こ
と
で
も

　
結
構
で
す
。

二
、
四
〇
〇
字
原
稿
用
紙
三
枚
程
度
に

　
お
願
い
し
ま
す
。

三
、
匿
名
で
登
載
す
る
場
合
は
、
そ
の

　
旨
ご
指
示
下
さ
い
。

四
、
原
稿
は
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
i
内

　
広
報
ま
つ
だ
い
係
へ
。

五
、
採
用
の
も
の
に
は
薄
謝
を
差
上
げ

　
ま
す
。

　
　
　
問
答
欄
に
つ
い
て

　
み
な
さ
ん
の
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い

て
、
こ
の
欄
を
と
お
し
て
で
き
る
か
ぎ

り
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
し
く
お
問
合
せ
下
さ
い
。

（9）



“唇”””””会議・研修会・講座講演会・体力づくり・おたのしみ等にご利用下さい“”””1皿

4月1日～9月30日 総合センター開館予定

曜日

ひ る よ　　　　　　　　る

9．00

／　　　　　　1
　　　　　　　12．00　13．00 15．00　19．30 22．00

　＼

月
5月から第1は運転免許更新時講習会
（3階大ホール）

　休

こ
の
時
間
は
憩
閉
門
い
た
し
ま
す

松代青年クラブ、青年団体集会日（3階大ホール）

火
第1・第3民踊教室（3階大ホール）
第2・第4ママサンコーラス（全上）
第5　　一　休　　館一一一・

水
第1・第3は清掃日に1
っき使用できません　1

第1・第3は清掃日につき使用できません
卓球教室（3階大ホール）
第1・第3　ドレミグループ（2階大会議室）
詩吟・謡曲同好会（1階和室30畳）

お茶の会（1階和室10畳30畳）
柔道教室（3階大ホール）木

l
l
l
l
l
l
i

休
l
l
i
I
I
憩
l
I

i
l

金 一休　　館一一

土

書道教室（小学校の部14時1階和室30畳と2階大
　　　会議室、中学校の部16時～17時30分2階
　　　大会議室）
第1・第2図書特別貸出（小学校児童12時～13時）
卓球（14時～17時3階大ホール開放）

書道教室（高校・一般の部1階和室30畳）

第1・第3老人クラブ民踊講習（3階大ホール）
5月から第2・第4　レコードコン’サート
　　　　　　　　　　　　（3階大ホール）

◎日曜、祝祭日は休館いたします。
◎前夜使用した室の清掃のため開館は午前9時にしてあります。9時以前に使用したいときは管理者と協議下さい。

◎記載されているものは定期行事予定です。

◎総合セソター各室の収容人員
　　1階　　和室3（｝畳（50人程度）、和室10畳（12人程度）、調理教室（実習15人程度）

　　2階　　小会議室（16人程度）、大会議室（48人程度）、和室10畳（12人程度）・（2階の図書室・娯楽室は開館時であれば受付へ申出るだけで

　　　　　自由に出入できます、臨時休業の日もありますので電話で確めてご来館下さい）

　　3階　　大ホール（椅子の場合250人程度、ゴザ使用の場合400人程度）

◎許可なしで酒類を持込み飲まないで下さい。
◎卓球・ダソス・民踊・体操等には履物を持参し、総合センターのスリツパは使用しないで下さい・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α0）

◎図書室・娯楽室以外はすべて使用申込書を提出していただきます。申込はできるだけ早く出して下さい・

◎使用料金のいるものについては申込のとき納入していただきます。


